


I   M ＆ V   Rnformation odeling irtual  eality



No.

● 新製品・新バージョン情報／開発中製品情報 .......................... 35
●［新製品紹介］  ...................................................................................... 41 
UC-win/Road Ver.9.1 Education Version 
3D CAD Studio® ／ OHPASS英語版 
UC-win/Road 土石流シミュレーションプラグイン Ver.2 
VR-Cloud® Ver.6 
スパコンクラウド® Lux Renderレンダリングサービス 
FEMLEEG Ver.5 
UC-1エンジニアスイート ／ 3D配筋CAD Ver.1.6  
橋脚の復元設計計算 Ver.2  ／ UC-BRIDGE Ver.10 
UC-BRIDGE Ver.10  ／ 基礎の設計 Ver.12 
土留め工の設計 Ver.12  ／ 斜面の安定計算 Ver.11 
控え壁式擁壁の設計計算 Ver.4  ／ 遮音壁の設計計算 Ver.4 
柔構造樋門の設計 Ver.8   ／ 水道管の計算 ／ 更生管の計算 
等流・不等流の計算 Ver.5.0、等流の計算 Ver.4.0 
橋梁長寿命化修繕計画策定支援システムVer.3 
コンクリートの維持管理支援ツール ひび割れ調査編（設計編）Ver.3 
Design BuilderVer.4.1  ／Allplan2015 
ウルトラマイクロデータセンター®（UMDC） Ver.3

●［USER INFORMATION］ ..................................................................... 76 
Multiframe／Maxsurf／xpswmm

●［サポートトピックス］  ...........................................................................  90 
UC-win/Road  ／ Engineer's Studio® 
UC-1 シリーズ  ／ UC-1 エンジニア・スイート

●［海外イベントレポート／国内イベントレポート］  ..................................... 106 
海外：SIＧGRAPHバンクーバー／ITS世界会議デトロイト 
土木・建築：Open BIM cafe／下水道展'14大阪 
自動車・システム：第2回コンテンツ制作・配信ソリューション展 
　可視化情報シンポジウム／第22回 3D&バーチャルリアリティ展 
リクルートイベント：就職博／マイナビ就職セミナー東京 
　会社説明会のご案内

●［セミナーレポート］  ...........................................................................  111 
ジュニアソフトウェアセミナー 
エキスパートトレーニングセミナー京都 
IM&VR・CIM技術サポートセミナー

●［イベントプレビュー］  .........................................................................  113 
CEATEC JAPAN 2014／びわ湖環境ビジネスメッセ 2014 
第23回 プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウム 
第3回 データセンター構築運用展 秋 
Archi Future 2014／G空間EXPO 2014／ 
第28回 ビジネスEXPO 2014／ハイウェイテクノフェア 2014 
第１回 IRFアジア地域会議／人とくるまのテクノロジー展 2014 
ビジュアルメディアExpo 2014／SIGGRAPH ASIA 2014 
国際画像機器展 2014

● 営業窓口からのお知らせ／FPBからのご案内 .......................  118
● FPB景品カタログ .......................................................................  120
● フェア･セミナー情報  .................................................................  122

ユーザー紹介 米国ハワイ州（連邦）運輸局 ..........................................................................................................4
Academy User by Ieiri Lab 埼玉工業大学 工学部機械工学科下山研究室  .............................................................7
ちょっと教えたい話 データサイエンティスト  ..........................................................................................................10
Taro’s Eye アメリカスピリッツ Vol.9 SIGGRAPHレポート / アナログへと回帰する私［最終回］  .............................11
橋百選 Vol.29 山口県 ...................................................................................................................................14
誌上セミナー 地盤FEM解析エンジニアリングのための入門講座 Vol.7 ...........................................................16
インフラ整備の新たなパラダイム ― CIM具体化へのアプローチ Vol.4 フロントローディングの現場から ........................................21
知っ得IT用語＆最新デバイス PKI （Public Key Infrastructure）  ／ 3D プリンタ Vol.2  ........................................24

 国交省の次世代社会インフラ用ロボット橋梁維持管理・現場検証対象技術にUAVが採択  他 ....28
都市と建築のブログ Vol.27 南信：ジビエ料理 .......................................................................................................30
最先端表現技術推進協会レポート Vol.5 プロジェクションマッピングサマーワークショップin白馬を開催  ......................81
3Dコンテンツニュース Vol.12  Googl Cardboad .................................................................................................82
3DVRエンジニアリングニュース VDWC／CPWC予選通過チーム決定！   第５回サマーワークショップにて予選審査実施 ............84
ユニバーサル・コミュニケーションデザインの認識と実践 Vol.4 日本発非常口サインが国家規格から国際規格に .......................88
イエイリラボ・体験レポート   Vol.23 熱応力・ソリッドFEM解析体験セミナー  ............................................................97
フォーラム総務  Vol.8 不正競争防止法の概要 ....................................................................................................90

CONTENTS

2014.10.01
秋の号



Users Report
ユーザー紹介／第 107 回

Up&Coming107 号 ユーザー紹介4

ハワイ州運輸局

State of Hawaii, Department of Transportation

URL ●http://hidot.hawaii.gov/

所在地 ●Aliiaimoku Building, 869

Punchbowl Street, Honolulu, HI  96813 USA

事業内容 ●ハワイ州内の陸上、空中、水上すべ

ての交通施設やインフラの計画、設計、施工、運

用、維持管理を一貫して行っている。

写真と点群データで
ハイウェイを記録

User
 Information

米国ハワイ州（連邦）運輸局
State of Hawaii, Department of Transportation

ハワイ州運輸局の建物

写真の解像度が上がったため、標識
や看板の汚れなど、細かい部分の記
録も可能になった。撮影範囲の広が
り。（左が2003年、右が2009年の撮
影範囲）
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オアフ島内のハイウェイ

テツオ・ハラH-3トンネルの坑口（左）と
トンネル内で計測した点群データ（右）

2009年にオアフ島内の約1600kmの
道路を計測した範囲

ライダーの本体（左）と
車両への搭載イメージ（右）
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道路情報システムの
目指すもの

UC-win/Roadで
点群と写真を合成

様々な情報を1つに統合して見られるGISの概念図

点群データと写真の計測・撮影位置
を合わせたイメージ

UC-win/Roadに点群データと写真データを読み込む

点群データに色を付ける演算作業

写真データと点群データの計測位置を合わせる

色の付いた点群データの中をドライブシミュレーション

点群データと写真をUC-win/Roadで
合成したハワイ州運輸局ハイウェイ調
査エンジニアのゴロー・スリジョアディ
クスモ氏（右側）
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埼玉工業大学工学部機械工学科人間中心設計工学研究室

URL ●http://www.sit.ac.jp/laboguide/kougaku/kikaikougaku.html#anchor06

所在地 ●埼玉県深谷市普済寺1690番地

研究内容 ●ドライビングシミュレーターを活用し、人間と機械の両方を考えた「ヒュー

マンセンタードデザイン（人間中心設計）研究」を行っている。主な研究テーマは安全で

使いやすい運転支援システム、ドライバー運転特性、高性能車両設計など。

埼玉工業大学キャンパス

UC-win/Roadを研究に活用する埼玉工
業大学人間中心設計工学研究室の実験
室。左端が下山修教授

UC-win/Roadで作成した実験用のコース
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下山研究室の研究に導入されたUC-
w i n /Roadとドライブシミュレータ
（左）
6軸で車体の傾きや加速度、勾配などを
再現できる（右上）。ドアミラーに映る
画像も再現（右下）

自動車の画像（上段）とアバター（下段）による
車間距離表示（左）

車間距離を示すマークの種類や表示位置、
先行車両の動きを変えたシナリオ
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3種類の路面標示を用意した（左）
UC-win/Roadで作成した実験コースをドラ
イブシミュレータで走行する被験者（右）

脳の血流量や心拍数を検知するセンサーを
装着した被験者（左）
測定された血流量や心拍数のデータ（右）

測定するデータが多くなったことに伴い、実験も数人の
チームで行う必要がある

実験室でディスカッションする下山研のメンバーと下山教
授（右端）

全日本学生フォーミュラ大会に出場した埼玉工大チームのカート
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現状把握と
あるべき姿

データ収集と
加工

問題発見アクション

データ分析

データサイエンティストを
定義する

データサイエンティストの
職務とタスクを明確にする

データサイエンティストの職務に必要な
知識とスキルを明確にする

データサイエンティストの
育成プログラム概要を検討する

近年、ビジネスはネットへの依存度を急激に高め、ハードとソフトの進化を背景として、膨大なデータを
処理する技術や分析手法など、ビッグデータを活用しやすい環境が整ってきています。このようなデータ
を分析しビジネス展開する役割を担う「データサイエンティスト」について解説します。

データサイエンティスト
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■著者プロフィール

楢原太郎氏は、米国マサチューセッツ

工科大学、ハーバード大学で学び、現在

はニュージャージー工科大学で教鞭を

執られています。大学教育の現状やコン

ピュータ、デザインなどの専門分野の動

向などを現地からレポートいただく企

画です。

■著

前回は、楢原氏がイスラエル・テルアビブの大学に招聘され講演・ワークショップを行っ

た際の滞在記を紹介しました。連載最終回の今回は、SIGGRAPHバンクーバーの参加レ

ポートと併せて、デジタル建築に関わってきた同氏の立場から、CG分野についての展望

にも触れています。

TAROの 
海外建築教育レポート
～日本人プロフェッサーが見たアメリカ大学事情～

10年程前、ARCADIAという北米中心の建築系コンピューティングの
学会に参加していた折に、会食が終わりいよいよ閉会という時になっ
てちょっとした事件が起きた。隣に私も大変尊敬していた著名な建築
批評家の大先生がたまたま座っておられ、談笑しながら夕食会が無事
に終わろうとしていた。学会も佳境でデジタル建築功労賞の授賞式が
あり、こちらも非常に著名な当時普及していたFormZというソフトウェ
アの開発責任者の先生が受賞した。そしてこの先生がFormZを使った
学生作品を見せながら受賞プレゼンテーションを始めるや否や、隣
の批評家の先生の表情が見る見る曇り始め、終いには周りにも聞こえ
る声で辛辣な悪態を付き始めた。更にタイミング良く最後の閉めのス
ピーチはこの先生の役で、檀上に上がるや否や「FormZSucks!」(くそっ
たれ）の一声に始まりデジタル表現や最近の建築教育に対する批判を
檀上を右往左往しながら堂 と々がなり続けた。

予期せぬ展開に会場は騒然としたが、世代的にはデジタル系擁
護派であったはずの私も彼の余りのダイナミズムに圧倒され、逆に
ある種の爽快感を味わった。冷静に見れば時代に取り残された頑
固 の悪足搔きにしか写らないのだろうが、10年前といえば一般学
生のソフトによる美的表現のレベルは今に比べて限界があった。こ
の日のプレゼンは特に初学者によるものが主で、歴史家の先生が
何十年も熱く語り培って来た深淵な建築哲学がこんな薄っぺらな
CG表現に還元されてしまう事への危機感があったのであろう。(注：
FormZに否はない。)当時はCADで図面を描くと必ず難癖付けてくる
旧世代が存在していた様な時代で、その中には建築家が作り上げた
諸々の架空の価値観も混在していて、新たな手法が生まれればそれ
を軸に新旧の相克が生じ、次第に非合理的な要素は淘汰されていく
過程にあった。しかし、その過程で常に、失われて行く時代を象徴す

バンクーバーの水上に浮く巨大なコンベ
ンションセンターを5日間借り切って8月
に行われたコンピューターグラフィック
スの祭典SIGGRAPH。

Vol. 9 連載最終回
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るような捨て去るには惜しい美質が存在するのも事実で、この老教
授の弁も一理ある様に思われた。

あれから10年の歳月が経ち曲がりなりにもデジタル建築に関わっ
て来たと自負して来たのだが、今年に入りEurographicsというコン
ピューター・グラフィックスの学会に発表も兼ねて参加して来た。分
野的に接点は有るが端的にデザイナーよりはプログラマーの祭典と
言った方が正しいだろう。最先端のデジタル表現に必要とされる最
適化のアルゴリズムや数式が延々と数日に渡って続き、中にはその
余りにコアな内容に順を追って流れを押さえてから参加しないと著
者には理解不能なものも多々あった。最終特別講義はディズニーの
研究所の方による最新CG技法に関するレクチャーで、ミッキーマウ
スの様なキャラクターが泣いたり笑ったりして跳ね回るビデオを見
せられた後、その背後にある技術革新についての解説が行われ、そ
の繰り返しが延 と々一時間半程続いた。スキャンした2Dの手書きス
ケッチがソフト上で3Dモデルに成り替わって踊り出したり、布のシュ
ミレーション等、最新技術のオンパレードは圧巻である。だが同時
に周りの聴衆がキャラクターを見て「可愛いわねー」とか興奮してい
るのに、自分だけがまるで伸びたり縮んだりする無機質なゴムの塊
を無感情に見続けている様な錯覚に囚われて愕然としてしまった。
ディズニーのキャラクターに全く感情移入できないのである。そう、
これは西洋人の感覚を基準に作られたファンタジーの世界なんだ。
幼少の頃から手塚治虫のアニメに始まり宮崎アニメによって特定の
視覚的嗜好を植え付けられて来た私にとって、ゴム人形にしか見え
ないキャラを見て共感を覚えたり感動する事は本能的に無理だろ
う。逆にグローバル市場をターゲットにした戦略、と称して世界中で
ディズニーを流通させれば、皆ガキの頃から調教されてしまって、異
質であるが固有な異文化的なカルチャーは淘汰されて行き、文化の
均質化が加速化されるだろう。それこそ彼らの思うつぼだ。手塚治虫
もディズニーの影響を色濃く受けてはいるが多くの登場人物の表情
からは敗戦後の影の様なものが垣間見え、国と時代を反映した全く
異質で固有な世界観を作り上げた。果たしてどれだけの現代の語部
がこの世界観を継承していているのか疑問である。という訳で実際
の講演内容からは大分逸脱したが、10年経て私自身が冒頭に登場
した老教授の境地に堕ち、更に10年後には「ディズニーSucks!」と叫
んでいるのだろうか。
これに懲りずに先日バンクーバーでSIGGRAPHという北米最大の

CGの祭典に簡単な発表を兼ねて参加して来た。巨大なコンベンショ
ンセンターを5日間借り切って行われ、最先端CG技術に関する論文
発表に加え、実際に触って体験できる展示Emergent Technology/
Art Galleryのコーナーでは独創的な最新のインターフェイスが並
ぶ。手の平に乗る極小ディバイスでありながら特有の振動パターン
により体が勝手に引っ張られる錯覚を起こし動いて行ってしまう東
大のグループによる誘導装置や、大掛かりな油圧式可動型の台の
上に乗って鳥になって空を飛んだつもりになれる装置、また最近普
及している小型コンピューターRaspberry Piを百個以上積み上げ
て連立させて作ったスーパーコンピュターの塔が「芸術作品」として
展示されていた。この分野の時流を把握するにも良い場で、前出東
大の疑似体験型ディバイスの感覚はNTT研究所出展の魚釣りゲー
ム(画面上の魚に指が引っ張られる様に感じる)にも見られた。正に
技術者の遊園地的なノリで楽しめる場所であった。だがどの作品も
SIGGRAPHの非常に厳しい徹底した審査を勝ち残った作品ばかりで
あり、私はTALKと言うほんの20分程度の発表のコーナーに応募し
たのであるが、それですら提出資料の倍ありそうな審査員達による
徹底した講評が届き、延 と々続く辛口批評の後に「でも前例が無い
から、まあ来ても良い。」とあり、コーナーを問わずオリジナリティー
が純粋アート系の審美性よりも決め手となるようだ。

Animation FestivalのコーナーではSIGGRAPHもEurographicsに
負けずに3次元CGを駆使したコミカルなゴム人形が出てくる短編映
画のオンパレードで、あくまでキャラ系世界の門外漢の主観的な戯
言と許して頂きたいが、これが３時間もぶっ通しで続くと少々辟易と
させられた。これとは別にハリウッドで大ヒットした特撮映画トラン
スフォーマー、Xメン等の舞台裏をCG映像制作者を招いて貴重な現
場映像を通して紹介するコーナーもあった。最近のハリウッドでは
爆破シーンの数が増えるだけ興行成績が上がると言う法則があるそ
うで、3秒のシーンに莫大な費用と労力が投資され、吹っ飛ぶ車、人
間、火花、溢れる水と何層にも渡って特殊効果が積層されて行く過
程がプレゼンされた。「レゴ」の映画というのもあり少々商業的な印
象を持たれるかも知れないが、制作に関わったCG担当者は映画の
為にレゴに関しては紙一重に近い天才達を起用し、与えられた形状
に対して最適化されたレゴブロックの配置パターンを導き出すソフト
ウェアまで開発してしまったと言うから圧巻である。学術会議として
の権威も然ることながらIT企業の展示Exhibitionのコーナーも充実

Emergent Technology/Art Gallery
展示のコーナー。
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しており、ソフト系では本誌のFORUM8社をはじめハード面でも3D
プリンター等の展示が各社見られた。

今回、映画の特殊効果の舞台裏とその技術の背後にある最新計
算手法に触れる機会を得たが、映画と聞いて私が期待するものとは
全く別の娯楽形態へと「映画」は取って代わられたと再認識もさせ
られた。1977年は映画界にとって重要な年と言われ、George Lucas
による「Star Wars」が特撮映画としては前例のない興行的成功を
収め、邪道視されていた特撮SF映画が確たる市民権を確立した年で
ある。そしてこの成功がSIGGRAPHの様な学会の発展を間接的に後
押しして来たと言う事実も背景にある。その成功の影で同年に封切
られたWilliam Friedkin監督による「Sorcerer」という多額の製作
費をかけたアクション映画は興行的にも批評面でも最悪の結末に
終わった。こちらはCGや特撮がメインではなく、当時の政治的/社
会的状況も反映したおどろおどろしい心理ドラマで、Lucasの世界観
に比して究極の超リアリズムとも言える徹底した映画製作姿勢が際
立っていた。フレ
ンチ・コネクショ
ン(71)、エクソシ
スト(73）と来てこ
の作品で氏によっ
て一つの映画製作
手法が昇華され頂
点に達したと私は

感じたが、この敗北がその後の映画界発展の方向性に関して払わさ
れた代償は余りにも大きかった。何故ならその後30年間、出来損な
いの宇宙人やマペットばかり登場するStarWarsの二番煎じ的な作品
に私が延 と々付き合わされる羽目になったからだ。特撮やCG世界自
体に不足は無いが、幼少の頃から私を魅了して来た映画という娯楽
媒体から得られたのと同じ感動を現代の映画に期待する事は難しく
なって来た。挙げたらきりがないが、真夜中のカーボーイ、アラビア
のロレンス、またヴィットリオ・デ・シーカやルキノ・ヴィスコンティ等
による映画でみっちり調教されて来た私にとって、現代の映画界は
視覚的には華やかでありながら無感動な荒野と化した感がある。こ
れらの世代を通して消失して行く様々な分野で見られる価値観が、
特定の世代間の固執する単なる刹那的な幻想に過ぎないのか、或
は排他的なエゴイズムの屈折した現れなのかは時のみぞ知るとこ
ろである。ご依頼頂いた9回の連載も今回が最終回となりお世話に
なったFORUM8の皆様と、若輩の戯言にお付き合い頂いた読者の
方々にこの場を借りて厚くお礼を申し上げたい。　　　　　（完）

企業展示のコーナーではFORUM8
社のブースを発見。町田 聡氏によ
るプロジェクションマッピングの展
示も併設されていた。やはり3Dプリ
ンター関係の展示が多い。

バンクーバー近郊の
カピラノ桟橋もつい
でにお勧めである。
アミューズメントパー
ク感覚で楽しめる。



平安橋　　　　　　　　　    萩市 彦島大橋　　　　　    下関～彦島
萩城三の丸の3つの総門

(北・中・平安古)の一つ平

安古総門の外堀に架けら

れた石橋で、萩城三の丸

から城下町へ通じる通路

であった。中ノ総門、北ノ

総門にも橋があったが現

存するのは平安橋だけである。平安古に通じることから平安橋とよばれる。

玄武岩で造られ、吊り桁、定着桁を備えたゲルバー桁橋の構造を持ち、無橋

桁の珍しい橋。1652年の萩城下町絵図には木橋として描かれている。1764～

1771年間に石造りに架けかえられたと言われている。

（日本百名橋・萩市有形文化財）

彦島と本土に架かる

有効3径ラーメン橋

で橋の下は下関漁港

や港内の造船所など

への出入り口として1

日に500隻の往来が

ある。海峡部を渡る

主橋500mはディビダーク工法(やじろべえ工法)による施工で、中央ス

パン236mをもつこの橋は1975年の完成時、世界最長のコンクリート橋

だった。航路は中ほどで110m、航路高は最高潮面より42mを確保、橋

桁下部に航路標識灯を設け、船舶の安全運行を確保するように配慮し

ている。

橋長 ● 6.04ｍ 橋長 ● 760ｍ幅員 ● 3.95ｍ 幅員 ● 8.5ｍ

5 6
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三見橋　　　　　　 萩市三見

三見橋は萩市の西部に位置する床並川にかかる橋で、通称「三見

のめがね橋」と呼ばれている。1914年に完成、水面からの高さ13

ｍの大規模な石造りアーチ橋である。維新後の近代化の中で、山

陰地域の産業経済発展のためには、交通の利便性が不可欠であっ

た。そこで道路の整備がとりあげられ、車道として萩、小串間の仮

定剣道の改修が決まり、その県道の橋として建築された。山間の谷

間を大きく跨いだ全景は、アーチの曲線が印象的である。建築年

代は新しいが近代的遺産として貴重な石造建築物である。

（国登録有形文化財）

1

1993年着工、2000年11月3日開通した。山口県道276号 角島神田線の一部である。

角島へは渡船による交通が主であったが、完成により陸路でつながった。北長門

海岸国定公園に位置することから、橋桁の高さをおさえ周囲の景観に配慮した構

造になっている。また自然保護の観点から、島を迂回するルートが採用された。

2003年には「土木学会デザイン賞2003」の優秀賞を受賞している。道路構造令

の第三種第四級で設計が行われたため、最高速度は40kmに制限されており、強

風時には一般車両は通行止めとなる。日本一美しい橋としてテレビCM、自動車の

CMのロケ地として多く採用されている。完成当初は無料の離島架橋として日本

最長であった。

橋長 ● 21.4ｍ 幅員 ● 3.4ｍ

角島大橋　　　　　　　  下関市～角島2

橋長 ● 1780m 幅員 ● 6.5m



国内では萩でしか見られない天

然記念物ミドリヨシノが見られ

る指月公園に向かう橋、橋のた

もとから遊覧船発着場がある。

日本三名橋や日本三大奇橋に数えられており、名勝に指定されている。川幅約200m

の河川に4つの橋桁を持つ5連の木道橋で、世界的にも大変まれな構造である。中央3

連がアーチ橋、両側が桁橋構造を持つ反橋となっており、アーチ橋は左右の橋桁の1

番桁から11番桁まで勾配をゆるめながら先に突き出るように重ねられ、9番桁鼻間に

大棟木、10番桁鼻間に小棟木を入れる。こうした構造形式は世界的にも珍しく、ユネ

スコの世界遺産に登録されている橋梁の中にも類似の構造を持った木造橋は見られ

ない。継手や仕口といった組木の技術によって造られ、橋上からの圧力でさらに強度

が増す仕組みとなっている。径間35ｍを無脚で渡した300年以上前の技術は、現代の

橋梁工学から見ても高く評価されている。なお近年、錦帯橋のアーチ形状はカテナ

リー曲線(懸垂線)である可能性を複数の研究者が指摘している。

山口市を貫流する椹野川最下流の河口部(山口湾)に架かる。鋼

床版単純桁橋 鋼斜張橋 鋼床版単純桁橋で、1992年3月建設当

時は中央部の3径間連続鋼斜張橋（延長180m)のみを周防大橋

としていたが完成後全体で周防大橋とよぶようになった。高さ

71mに及ぶな形状の主塔やRC床版と鋼床版の複合構造などに

より、景観と構造の両面でユニークであるとも言われる。この

橋の開通により旧阿知須町と旧秋穂町を短絡するルートが完

成し前後の県道（南部海岸道路）とあわせて宇部市と防府市

の間を、混雑する小郡地区を回避するルートとして利用されて

いる。

錦帯橋　　　　　　　　　　岩国市錦川 周防大橋　　　　　下関市3 4

橋長 ● 193.3m 橋長 ● 1080m幅員 ● 5m 幅員 ● 10.5m

山口県庁正門橋　山口市 松陰大橋　　　　　　　　　　　　  萩市
山口県庁は旧山口

藩庁があった場所に

建てられており、敷

地全体は周囲に堀

が作られており、堀

には現在4つの橋が

架かっている。その

うち3つは昔からある橋である。この橋は現山口県庁正門

の前にあり、現資料館が新庁舎として1916年に建設され

た時に正門として作られているため、前に架かる石橋は

その時に建造されたものと思われる。外観は石橋の形を

残している。

松陰神社、松下村塾、東光寺の観光地へのメイン

ルート。松本川に架かる橋は、松陰大橋と命名され

萩の自然立地の特性を生かした「山並み、三角州」

をイメージさせる三角形を基調としたデザインで、

色彩も白壁を連想させる白と黒の組み合わせを基

調としている。また親柱は地元萩にこだわり武家

屋敷跡の土塀の石積みに使用されている石英質

玄武岩と萩ガラスを修景材料の素材として取り入れた。騒音低減のために連結桁を使用し、松本川に親し

むため、河川上に長州藩の伝統的デザイン「隅切り角形」が折り込まれたバルコニーも設けられた。

橋長 ● 13.05ｍ 幅員 ● 9.33ｍ

7 8

指月橋
萩市9

橋長 ● 314.0ｍ 幅員 ● 15.0ｍ

ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
http://www.itstation.jp/
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 はじめに

図1　地盤と構造物との相互作用

擁壁

パイプライン

トンネル

 構造物のモデル化

 はり要素について

図2　梁の符号規約（正方向）
　　（左：梁要素の節点荷重と節点変位、右：梁理論の断面力）

f1y’ v f2y’ v

m1’ 1

m2’ 2

1
2

L L

y

m
x

m

v v

dx
duyx,

u

x u y v

図3　梁要素の変形様態（a：変形前、b：変形後、断面ABCDの回転角）
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 はり要素の例

EI EA

図4　合成梁の例（左：ソイルセメント柱列土留め壁
　　　　　　　　 右：NATMトンネル支保工）
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 インターフェイスのモデル化

図5　地盤と構造物との境界面のモデル化（a：連続体要素、
         b：薄い連続体要素、c：バネ、d：インターフェイス要素）
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図6　アイソパラメトリック・インターフェイス要素
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「フロントローディングの現場から」
連載　第4回連載　第4回連載　第4回

住民主体の「仕事おこし」と持続可能な
地域づくり
「持続可能な地域社会をつくっていくためには地域の（自

然環境や人材などの）資源を有効に活用していくこと、（そし

てそれを行政依存ではなく）市民が主体的に自分たちの仕事

としておこしていくことが必要だと考えました」

NPO地域づくり工房（長野県大町市）が設立されたのは、

2002年10月。そこでは様々な地域の課題に対し、住民主体

の学び合いを通じた『仕事おこし』が基本的なスタンスとし

て描かれた、と傘木氏は説明します。

同工房の発足早々、「仕事おこしワークショップ」を組織。

その活動成果をベースとする「くるくるエコプロジェクト」お

よび「菜の花エコプロジェクト」は、同工房による「再生可能

エネルギーを活かした地域づくり」の両輪を成します。そのう

ち前者は、技術的・制度的課題をクリアしつつ地域の特性を

 「（自分たちの活動の中では）CIM（Construction Information Modeling（/ Management））ということ自体をあまり

意識していません。（ただ）こういう技術はどんどん進化していくものです。（したがって）それが建設分野のテクニカルなところに閉じ

込められるのではなく、私たちの（取り組んでいる）ような地域づくりの分野などに応用されることで、CIMそのものも鍛えられていく

だろうと思っています」

　建設事業の初期段階から3次元（3D）モデルを導入。一連のプロセスで関係する情報を発展・連携させつつ、それを一元的に共有・

活用することにより、建設生産システム全体での効率化・高度化に繋げようという「CIM」。その利用がもたらす効果として期待される

一つに、「フロントローディング」機能があります。

　これは、上流工程に労力をかけ、後工程で生じそうな仕様の変更などを事前に集中的に検討することにより、当該事業の品質向上や

工期短縮を図ろうというもの。例えば、計画や調査、設計の段階から施工や維持管理サイドの視点を反映することで、上流工程での手

間はある程度増すものの、後工程での手戻りを防ぎ、トータルとして余分な時間やコストの上昇を抑え、後に起こり得るトラブルを未然

に回避する可能性が見込まれます。このフロントローディングの具体化に当たって、バーチャル・リアリティ（VR）技術を用いた多様な

シミュレーションが有効な手法と注目されています。

　NPO地域づくり工房の代表理事、傘木宏夫氏は「持続可能な社会の実現」を念頭に住民主体の地域づくりに長年取り組んできまし

た。この間、大小様々な建設プロジェクトに関わり、住民説明会やアセスメント（影響評価）活動も主導しています。そこでそれらの経

験を通じて得た、住民主体のアプローチの中から生まれてくる地域に根差した創造性への独自の観点に言及。そうした流れを背景に、

自ら携わるファシリテーション・シーンにおいて期待されるCIMの可能性へと話を展開します。

　本連載はCIMの利活用、関連技術の開発や研究などに先進的に取り組まれている各界のキーパーソンに順次取材。多彩なアングル

からCIMの可能性や課題、進むべき展開方向などを紹介します。その第4弾では、CIMのフロントローディングに繋がるファシリテー

ション活動で多彩な実績を誇るNPO地域づくり工房代表理事の傘木宏夫氏にお話を伺いました。

NPO地域づくり工房 代表理事 傘木宏夫氏
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活かしたミニ水力発電所の設置・運営を推進するもの。後者

は、使われなくなったスキー場や休耕田で菜種を栽培すると

ともに、注文搾油（乾燥保存した菜種から注文を受ける毎に

絞り立てのバージンオイルを提供）するサービスを実施。併

せて、旅館やホテルから出る廃食油を集め、バイオ軽油を精

製しています。

そのほか、かつて養蚕用の貯蔵装置などとして重用された

風穴小屋の、天然の冷蔵機能に着目。それを復元し、新しい

利用法の研究・試行を重ねる中で、今年8月には初の試みと

なる「全国風穴小屋サミット」を地元大町で開催しました。

また同じく今年8月、フォーラムエイトも協力する「プロジェ

クションマッピング・サマーワークショップ in 白馬村」を主催

（一般財団法人最先端表現技術利用推進協会・共催）。夜

間のスキー場の新しい観光資源開発に繋げようとの狙いもあ

り、この先進の表現技術利用の習得に地元関係者らが熱心

に取り組みました。

設立以来12年間に及ぶ同工

房のこれら活動やそれらを資

源とするエコツアー事業を通じ

た地域経済への貢献に対し、

2005年度および2013年度に

地球温暖化防止活動環境大臣

表彰を受賞。今年9月には栃木

県佐野市が地元出身の政治家

として知られる田中正造にちな

み、環境対策や自然環境保護

活動で成果のあった団体を表

彰する「田中正造記念賞」の大賞に当たる「佐野市制10周年

記念特別賞」を受賞しています。

ファシリテーション展開と 
UC-win/Road導入
西淀川公害訴訟（1978年～1998年）で大気汚染に苦しんで

いる人 と々出会い、地域の再生をどうサポートしていくかとい

う課題に向き合ったことが、今日の自身の活動へと駆動する

きっかけになった、と傘木氏は振り返ります。

当初、民間のシンクタンクに在籍しながらボランティア的に

同訴訟原告側の患者会を支援。当時の上司から「日本ではま

だ業として成り立っていないが、君がやっていることはアドボ

カシープランニングであり、将来重要になるはずだから、それ

を仕事にしたらいい」と助言されたのを受け、患者会と交渉。

この活動を業務として受託することになりました。

その後、同訴訟の和解金の一部を基金として設立された

「あおぞら財団」（公益財団法人公害地域再生センター）へ

移籍。同氏はそこで西須磨都市計画道路公害紛争に関わり

ます。

これは、阪神淡路大震災後の復興計画として事業決定さ

れながら、その事業化に当たって住民からの反発を招き、こ

う着化していたもの。それでも交渉を重ね、協働環境調査を

行うなどする中で、神戸市と住民の間で次第に信頼関係が醸

成。同計画の一部区間に対する住民主体の整備案策定が受

け入れられるとともに2001年、住民側の指名によりあおぞら

財団が当該事業をコーディネートするファシリテーターを務

めるに至っています。

近年の主要な活動について紹介する笠木氏（オフィス内） 信濃大町駅前の商店街の一角に立地するオフィスを拠点に住民の視線で地域に貢献

傘木宏夫 著
『仕事おこしワークショップ』 

プロジェクションマッピング・サマーワークショップ in 白馬村 野外のロケハン実習（左）／プロジェクションマッピング作品群（右）
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その際、専門的な道路設計を住民主体で進めるためにはそ

れを可能にする支援ツールが必要との考えから、フォーラム

エイトの3DリアルタイムVR「UC-win/Road」が導入されまし

た。「当時としてはその再現性も高いと思いましたが、何より

（各種の）代替案を検討できることが素晴らしかった」。専門

家ではない、様々な立場の住民を対象として合意形成を得る

には、対立しそうな要素のディテールを分かりやすく可視化し

て議論できることが重要になる、と同氏は説きます。

広がるVR活用の自主簡易アセスメント
こうした外来型の公害被害に対するファシリテーションの

経験を積む一方で、傘木氏は住民主体の内発的な地域づくり

の必要性にも注目。前述のように、NPO地域づくり工房にお

ける活動では、CIMに繋がる、自然エネルギーを活かした地

域づくりのファシリテーションを自らの重要な仕事と位置づ

け。そこでのカギとなるコミュニケーション・ツールとしてUC-

win/Roadが活用されてきました。

そうした一環で同工房は2012年、小規模土採事業向けに

UC-win/Roadを用いた最初の自主簡易アセスメントに取り組

みました。長野県の環境影響評価条例の規定に満たない小

規模な開発事業でしたが、大町市内の採石事業者の依頼を

受け、事業の環境影響を事前に説明するための環境アセスメ

ントを実施。そこでは3D・VRを駆使し、事業に伴う景観や日

照の変化、交通量や風向などへの影響を反映して開発計画

を再現。それらのデータは住民説明会での議論のみならず、

Web上で公開して広く意見を募る目的でも利用されました。

続く事例は、「日本で一番美しい町」を目指し土地利用や開

発に関して独自の条例を定める同県北安曇郡池田町の養鯉

場跡地に建設が計画された太陽光発電施設。同町は、同計

画の開発予定地が田園環境保全地域にあり景観上問題があ

るとして2013年11月、立地不可の決定を下しました。これに対

して事業主は、予定地は養鯉場跡地のため地盤が地表より2

ｍほど低く、周辺景観への影響などの決定理由は当たらない

のではとの考えから、再度協議を求めるべく自主簡易アセス

メントを同工房に依頼。今年、前述の例と同様、3D・VRで現

地の景観を再現し、太陽光の反射や工事車両の運行による影

響、電波障害などについて調査・予測。それらを利用した地

元説明会やWeb公開などを経て、環境対策を強化するととも

に、計画を妥当とする評価書がまとめられています。

一方、同事業者はこれと並行して大町市内で類似した別の

事業を進行。着工後に近隣住民から騒音や振動などの苦情

が同工房にもたらされました。そこで同氏らは現場を調査し、

適切な対策を講じるよう事業者に助言。事業者が即座に対応

した経緯があります。住民や業者らからは「事前にアセスを

行っておけばよかった」との声が聞かれた、といいます。

また、これらの取り組みを契機に別の事業者から県南部で

予定される太陽光発電施設向けに自主簡易アセスメントを依

頼されるなど、その裾野は着実に広がりつつあります。

UC-win/Roadを用いた自主簡易アセスメント

ファシリテーションと 
CIMのリンクに期待
持続可能な社会の実現という意味では、地域開発のプロ

セスに住民が主体的に参加することで、整備される施設はよ

り大切に利用されていくはず。したがって、CIMは事業者や設

計・施工者側のみでなく、住民の参加も考慮して検討される

べき、と傘木氏は指摘します。

その際、例えば、技術者は概して俯瞰して物事を見せたが

るのに対し、自主簡易アセスメントでは住民の視点に立って見

せることが重視されます。つまり、両者サイドの視点が異なる

ことを意識して臨む必要があり、そこを繋ぐのがファシリテー

ターの役割。建設生産システム全体の向上を目指す理念に照

らせば、ファシリテーターを地域開発におけるパートナーとし

て組み入れることで、CIM自体も生きてくるのでは、との考え

を述べます。

「アセスメントはシミュレーションの場でもあり、CIMとの

関係は深いと思います」。とくに環境アセスメントの世界では

近年、複合的かつより高度な要素が求められる傾向にあり、

VRによるシミュレーション展開の可能性が増しています。こ

れを踏まえ、身近な小規模の事業のアセスメントにもCIMを

利用した事前評価が可能になればとの期待を示します。

（執筆：池野 隆）
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IM&VRセミナー／CIM講演2014（仙台）レポート

IM&VR・CIM技術サポートセミナー
●
●

CIM講演会2014（仙台）
●
●

公益社団法人 土木学会は去る8月29日、「CIM講演会

2014（仙台）」をエルパーク仙台（仙台市青葉区）スタジオ

ホールで開催。階段状に客席を配置した190名収容の会場

にほとんど空席が見当たらないほど集まった聴講者は、CIM

（Construction Information Modeling（/ Management））の最

新動向や海外の実態、様々な事例の紹介に熱心に聴き入って

いました。

国土交通省は営繕分野におけるBIM（Building Information 

Modeling）利用の開始を受けて2012年8月、CIMに関係する

現行の制度や基準等の課題を整理・検討する「CIM制度検

討会」を発足。その前月にスタートした民間の「CIM技術検

討会」と連携し、3次元（3D）モデルの活用をベースとする新

たな建設管理システム（CIM）の普及促進を目指す体制が形

成されています。同省はまた、2012年度から詳細設計を対象

に、2013年度からは対象を工事にも広げてCIMモデル事業を

実施してきました。

こうした動きと並行し、土木学会土木情報学委員会の国土

基盤モデル小委員会およびICT施工研究小委員会はCIMの

理解浸透に資する一環として、2012年度からCIMに関する講

演会を主催。今年度も7月から12月までの半年間に、札幌を皮

切りに全国10カ所で順次開催中です。

一方、フォーラムエイトはこのような土木学会の取り組みに

協賛。併せて、各講演会と連携する形で「IM&VR・CIM技術

サポートセミナー」を各地で開催しています。これは、UC-1設

計シリーズをはじめとするフォーラムエイト製品のユーザーの

皆様に、CIM関連のソフトウェアや技術サービスを通じたサ

ポート展開についてご提案するものです。

今回はこれらの一端に触れるべく、仙台で開かれた講演会

およびセミナーを取材しました。

■CIM講演会2014（仙台） 
　国内外の多様なBIM/CIM適用事例を紹介 
　今後のCIM導入に向けた提案も
土木学会国土基盤モデル小委員会の城古雅典小委員長に

よる開会挨拶を受けた「CIM講演会2014（仙台）」の冒頭は、

国交省大臣官房技術調査課技術管理係長の本村信一郎氏が

同省におけるCIMの取り組みについて講演。CIM導入が求め

られた背景に触れたのち、CIMの考え方や同省の政策上の位

置づけ、産学官が連携した検討の流れ、2012年度および2013

年度のCIMモデル事業における取り組みとそれらの検証結果

を解説。2014年度の試行事業、2016年度までの先導的事業

へのCIM導入に向けた制度検討や導入計画に関する新たな

考え方にも言及しました。

また、同省東北地方整備局北上川ダム統合管理事務所胆

沢ダム管理支所管理係長の今野浩一氏は2013年度の完成を

経て、管理段階への移行（2014年4月）を機にCIMを導入した

胆沢ダムにフォーカス。測量、地質調査、設計の各成果およ

び工事完成図書を整理・統合し、3D的に可視化した「胆沢ダ

ムCIM」を紹介。その上で、タブレット利用による点検や補修

などの履歴の可視化、そのもたらす維持管理の高度化・効率

化、今後の展開について説明しました。

次いで、同省東北地方整備局北上川下流河川事務所長の

土木学会がCIM講演会2014（FORUM8協賛）を全国でリレー開催
FORUM8のCIMソリューションを提案するIM&VRセミナーも連携 
仙台ではCIMの具体例やソリューション適用の可能性に高い関心
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東出成記氏（調査団派遣当時は一般財団法人先端建設技術

センター）は土木学会が2013年9月に派遣した米国CIM技術調

査団の成果について報告。まず、米国のインフラ整備を中心と

するBIMの実情と日本のCIMとの比較、技術や運用面でのポイ

ントを整理。併せて、世界貿易センタービル（WTC）跡地の再

開発事業をはじめ米国の主要なBIM導入事例を紹介。さらに、

自身が携わった国内でのCIM事例へと話を展開しました。

同講演会の後半は、土木学会国土基盤モデル小委員会の

藤澤泰雄副小委員長がCIMを用いた計画・設計事例と施工へ

の連携について講演。CIMを用いた建設事業のプロセス、3D

モデルによる設計手順などを概説したのち、橋梁や道路の設

計へのCIM適用の手順を例示。フロントローディングをはじ

め、今後のCIM活用に向けたポイントや課題にも触れます。

これに対し、同小委員会の村井重雄委員はCIMを用いた施

工事例と維持管理への連携に着目。多様な工種に施工CIMを

適用した国内の複数事例、国際的なCIMの動向やそれらを視

野に入れたOpen CIM ForumなどのOCF（オープンCADフォー

マット評議会）活動について紹介。これまでのCIMモデル事業

を通じて得たCIM導入に向けての課題と提案も解説。最後に、

同小委員会の緒方正剛副小委員長が「やる気を持ってCIMに

取り組む」ことの重要性を訴えて、今回講演会を終えました。

■IM&VR・CIM技術サポートセミナー 
　　　　　　　　（フォーラムエイト仙台事務所） 
　CIM対応の広がりを反映、 
　高まるCIMソリューションへの期待
前述の「CIM講演会2014（仙台）」と連携する形で9月2日、

今年度3回目となる「IM&VR・CIM技術サポートセミナー」が

フォーラムエイト仙台事務所で開かれました。

同セミナーではまず、フォーラムエイトが提供する最新の

3D・VRソリューション、建築や土木構造物のライフサイクル

にわたって必要な各種情報を連続的に活用可能なBIM/CIM

＆VRによる統合ソリューションの連携イメージ、今後の展開

に向けた考え方など概要が描かれました。

その上で、3D有限要素法(FEM)解析プログラム「Engineer's 

Studio®」や総合FEM解析システム「FEMLEEG」、建物エネ

ルギーシミュレーション「DesignBuilder」、「FEMエンジニア

スイート」を列挙。3D・FEM解析の適用シーンやそこでの3D

データの有効活用についてデモを交えて解説しました。

続いて、UC-1設計シリーズと連携して躯体や鉄筋を生成し

干渉チェックも行える「3D配筋CAD」、Android端末で3D図

面表示をサポートする「3D配筋CAD for SaaS」、BIM/CIM統

合ソリューション「Allplan」の各製品についてデモを交えて説

明。国産の汎用3D CADエンジンを実装する土木専用3D CAD

「3D CAD Studio®」の可能性にも触れています。

セミナーの後半では、IFCファイルやDWGツールを活用し

つつ、3DリアルタイムVR「UC-win/Road」によりVRで3D空間

や道路を作成、作成したデータをさらに「Allplan」にインポー

トする、といった手順をデモ。開発中のプラグインとの連携な

ど今後のVR展開にも言及しました。

セミナーの最後は、「UC-win/Road」をベースに各種ソフト

ツールを駆使して作成された景観、交通、風、騒音、津波と洪

水、避難、施工などのシミュレーション事例が紹介されまし

た。

事務所内に設置されたセミナー会場には県内外からの

ユーザー約40名が参加。CIM対応を支援する各種ツールやノ

ウハウの説明、デモンストレーションに高い関心が窺われまし

た。加えて、セミナー終了後も展示スペースでは多くの参加者

によるスタッフへの突っ込んだ質問が長く続いていたのが印

象的でした。

（執筆：池野 隆）
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　   PKI （Public Key Infrastructure）

■ PKIとは？

■ PKIが利用されているもの

■ PKIの仕組み

■ 証明書と暗号化

■ 公開鍵と秘密鍵

■ 証明書の信頼性

　   PKI （Public Key InfraIT TERMS
知っ得IT用語

IT TERMS&HARDWARE
INFORMATION

2014-No.3

知っ得 IT用語＆
　　　デバイス情報
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■ Creator Pro ■ KitMill CIP100

　   3D プリンタ Vol.2　   33D プリンタ Vol.2HARDWARE
最新デバイス
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NHK「クローズアップ現代」が取材
高齢者運転シミュレータ（名城大学中野研究室共同開発）

FORUM8 HOT NEWS 2014.07-09

HOT NEWSNo. 1

HOT NEWSNo. 2

台灣富朗巴軟體科技有限公司（FORUM8 Taipei）設立！

120

南港ソフトウェアパーク駅

南港展覧館駅

南港駅

台灣富朗巴軟體科技有限公司
（フォーラムエイト台北事務所）

MRT 南港ソフトウェアパーク駅から徒歩 7分
MRT 南港展覧館駅から徒歩 10分
MRT 南港駅から徒歩 10分
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HOT NEWSNo. 3

国交省の次世代社会インフラ用ロボット
橋梁維持管理・現場検証対象技術にUAVが採択



南信へ

　約一年前の号では、もうひとつの旅

クラブのメンバーと瀬戸内海を訪れた

「もうひとつの旅2013」をご紹介した

（都市と建築のブログVol.21）。もうひ

とつの旅クラブは大阪の魅力を伝える

NPO活動を実施しており、運営協力し

ているひとつに北浜テラス１）がある。

北浜テラスは、大阪の新たな風物詩と

して水辺に賑わいをもたらすことを目

的として、中之島に面した土佐堀川沿

いに設置している川床のことである。

運営主体は、北浜地域のテナントや建

物オーナー、NPO、住民等からなる北

浜水辺協議会。この、北浜テラスに企

画時点から関わってこられた「そば切り

てる坊」さんが、長野県駒ケ根市を終

の棲家と定め、2011年に移転された。

そんな背景もあって、「もうひとつの旅

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

 福田知弘氏による「都市と建築の
ブログ」の好評連載の第27回。毎回、福田氏が
ユーモアを交えて紹介する都市や建築。今回は
南信の3Dデジタルシティ・モデリングにフォー
ラムエイトVRサポートグループのスタッフが
チャレンジします。どうぞお楽しみください。

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

Vol.27
南信：ジビエ料理

　1971 年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授，博士（工学）。
環境設計情報学が専門。国内外のプロジェクトに関わる。CAADRIA（Computer Aided 
Architectural Design Research In Asia）学会前会長，日本建築学会代議員，NPO 法
人もうひとつの旅クラブ副理事長，大阪旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザ
イン設計競技最優秀賞受賞。著書「VR プレゼンテーションと新しい街づくり」「はじめて
の環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://fukuda040416.tumblr.com/

４　ハナモモと中央アルプス

Up&Coming107 号 都市と建築のブログ30



2014」は南信に決定。2014年4月中旬、

10名で訪問した（写真1）。

　長野県は、北海道、岩手、福島に次い

で日本で4番目に広い都道府県であり、

日本一多くの都道府県と接する県（新

潟、富山、岐阜、愛知、静岡、山梨、埼

玉、群馬）。有名な県歌「信濃の国」に、

♪松本・伊那・佐久・善光寺～とあるよ

うに四つの盆地に分かれ、それぞれが

異なる文化を形成している。そのため、

長野県は中信（松本）・南信（伊那）・

東信（佐久）・北信（善光寺）と分けて

扱われることもあるそうだ。

　今回は、南信に行くことになる。南信

は、私にとってこれまで、妻籠や馬篭を

訪れた程度であり、主に北信や中信に

行く際の通過地域であった。1泊2日と

はいえ、南信に宿泊するのは今回が初

めてとなる。

桃源郷

　西を見れば中央アルプス、東を見れば

南アルプス。日本の背骨に挟まれた伊那

盆地にあるてる坊さんに着くや否や、早

速お蕎麦をいただく。てる坊（店の名で

ありご主人のことでもある）さんが、そば

の実や粉の入った試験管を持ってきて、

丁寧に説明してくれた。2種類の蕎麦、

「丸ぬき」と「玄びき」を食べくらべ（写

真2）。夕食は、馬鹿鍋（馬と鹿のすき焼

き鍋）をいただいた。馬はしゃぶしゃぶ

風にさっと、鹿はじっくり煮込んで（写真

3）。贅沢な時間である。

　てる坊さんの紹介で、伊那里・自給楽

園の小林さんを訪問。おとぎ話に出てき

そうなリンゴや洋ナシの果樹園を抜けて

事務所へ。既に、まちづくりイベント・信

州伊那里泊覧会「イーラ」を開催してこら

れ、自立を目指した活動を続けておられ

る。刺激を受けたのは言うまでもない。

　それにしてもハナモモ、ソメイヨシノ、

シダレ桜、八重桜、水仙、レンギョウな

ど、色とりどりの花が一斉に咲く贅沢な

季節に訪問したものだ。夕方に訪れた

名刹・光前寺は約70本のシダレ桜が満

開。見事。色も多彩で、正に桃源郷のよ

うだ。

大鹿村

　翌日は、駒ケ根から秋葉街道（国道

152号線）に入り南下して、農村歌舞伎

の残る大鹿村、そして天空の里遠山郷

へ向かう。駒ケ根から秋葉街道へ向か

う道中に出合った個人宅の庭も桃源郷

（写真4）。特に、ハナモモの濃い赤色

が珍しい。伊那山地と南アルプスに挟

まれた秋葉街道は、中央構造線とほぼ

一致している。中央構造線は、関東から

九州へ日本列島を東西に縦断する大断

層。大鹿村の北側の入口・分杭峠を過ぎ

ると北川露頭があり、構造線の様子を

じかに観察できる。写真5の右側は南ア

ルプス・外帯、左側は伊那山脈・内帯。

でき方が明らかに違う岩石が並ぶ。

　いよいよ「日本で最も美しい村」連

合に所属する大鹿村の中心部へ。高齢

化率（65歳以上人口が総人口に占める

割合）は50％を超え、過疎も進むが、知

名度は高い。それは、春秋に行われる

大鹿歌舞伎（写真6）と中央構造線が

あるからだろうか。村の中心部を流れ

る小渋川沿いにある大西公園では大鹿

さくら祭りが丁度行われていた（写真

7）。130種・3000本の見事な桜が面的に

植わる。実は、1961年6月豪雨（三六災

害）により、背後の大西山の斜面が高

５　中央構造線 ６　大鹿歌舞伎の舞台・市場神社

２　蕎麦
３　馬鹿鍋（上：鹿、下：馬）

１　てる坊にて

２

３
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さ450m、幅500m、厚さ15mに渡って崩

壊、山津波となって小渋川対岸の集落

を襲った。濁流により、約30万㎡の宅地

や田畑が消失し、家屋40戸が流され、

42名の命が奪われた。災害発生後50

年経った今も治山復旧工事が進められ

ている。大西公園は崩壊した山麓の土

砂の上に、犠牲者の慰霊と村の復興を

願って築かれた（写真8）。天気の良い日

には赤石岳が望めるそうだ。

　昼食へ。車は険しい山道を駆け上っ

ていき、するぎ農園に着いた。標 高

1000mにある山の食堂で、鹿肉のジビ

エ料理をいただく。大鹿村は人の数よ

り鹿の数の方が多いといわれ、鹿、猪、

猿などによる獣害が深刻。ジビエ料理

はこのような状況を逆手にとり、鹿、猪

など野生鳥獣肉を素材にしたジビエ料

理を「大鹿ジビエ」として地域ブランド

に確立させていこうと取り組んでいる

（写真9）。

下栗の里

　赤石荘で大鹿村を眺めながら露天

風呂に浸かった後、いよいよ下栗の里

のある遠山郷へ向かう。引き続き、秋

葉街道を南下していくのだが、なんと

大鹿村の南側の入口・地蔵峠で国道が

途切れている！地図上では確かに対岸

の国道とつながっているように点線で

描かれているが、実際は脇の林道をう

ねうねと迂回していくことになる。国道

152号線の不通区間はさらにもう一か

所、青崩峠にもあるそうだ。

　 下 栗 の里に 着 いた 。標 高 8 0 0 ～

1000m、南アルプスに連なる尾根筋に

拓かれた集落。かなりの急斜面で、S字

カーブの細道に沿って、家 と々畑がへば

り付く独特の風景。日本のチロルと名

付けられているが、谷まで続く段々畑

はマチュピチュのようでもある。にほん

の里100選の一つ。

　 住 民の方々で作られ た 天 空の里

ビューポイントへ。森の中を20分ほど

歩いていくと突然テラスが現れ（写真

10）、下栗の里が良い角度で俯瞰でき

る（写真11）。絶景。名産品の下栗イモ

のじゃがバターをいただく。容姿は小

ぶりなジャガイモであるが、交配してい

ない古い種といわれる。ジャガイモの

10　天空の里ビューポイント

９　大鹿ジビエ

11　下栗の里俯瞰

７　大西公園 ８　大西山の崩落現場と大西公園

11
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原産地は確か南米アンデス山脈だか

ら、やはりここはマチュピチュなのでは

（笑）？

ARで山座同定

　現地を歩いていると、そこから見えて

いる山が果たして何という名称なのか

知りたくなる。富士山のように特徴的

な山であれば調べなくとも見たらわか

るのだが、普通の山や土地勘のない地

域で出合う山はさすがに知らない。そ

こで、古くから方位磁石と地図を使って

山の名称を割り出すことが行われてき

た。山座同定という。

　近年では3Dデジタル技術を使った山

座同定が行われるようになった。有名

なアプリは、カシミール3D２）である。こ

のアプリは、GPSまたは地図で眺める

地点の緯度経度を特定してぐるりと見

渡す。アプリには国土地理院の国土数

値情報や山の名称がデータベースとし

て入力されているため、CGで描かれた

山の上方に山の名称が表示される。こ

うして山座同定が可能となる。

　今回はAR（Augmented Reality：拡

張現実感）で山座同定できるアプリ、

AR山1000 ３）を使ってみ

た。ARは、人間が知覚す

る現実環境をコンピュー

タで 拡張する技 術を指

す。VRがいわゆる「フル

CG」で描画される技術を指すのに対

してARはCGと現実世界とを重ね合わ

せて描画される技術を指す。「AR山

1000」の内部処理を詳しく知ることは

できないが、恐らく次のような仕組で

はないだろうか。スマートフォンのGPS

（もしくはWiFi）でユーザの位置情報

を取得する。センサー（電子コンパス、

ジャイロセンサー、加速度センサー）

でユーザの姿勢情報を取得する。カメ

ラ機能で今眺めている風景のライブ動

画を取得する。現在の位置情報と姿勢

情報を媒介として、ある一定の距離にあ

る山の名称をスマートフォンのディスプ

レイ上にリアルタイム描画することで、

山座同定を可能とする。写真12はてる

坊さんから南アルプスを眺めた時の様

子。現在はGPSやセンサーの性能の限

界により、位置情報、姿勢情報とも多

少ずれることはあるものの、実用性の

高いアプリである。是非、お試しを。

リニア

　南信は近い将来、大きく変わること

が期待される地域。その理由は何と

いってもリニア中央新幹線計画。現在、

飯田市にリニア・長野県駅（仮称）が

設置される計画が進められており、実

現すれば飯田-名古屋間は27分（現在

は高速バスで2時間、特急+新幹線で3

時間15分）、飯田-品川間は45分（同高

速バス+山手線で4時間40分、特急+新

幹線で4時間強）となり、現在の所要時

間と比較すると劇的に短くなる。東京

圏、中京圏からは十分に日帰り圏内と

なり、場合によっては通勤も可能であろ

う。道路面では、南信と浜松方面を結

ぶ高速道路・三遠南信自動車道の整備

が進められており、南信と太平洋方面

との結びつきがより強くなりそうだ。

　南信は、現在たっぷりと残されてい

る自然・田舎と、都会へアクセスしやす

い便利な街とがうまく共生しながら未

来を迎えてほしいと願う。

12　AR 山1000

北浜テラス　http://www.osakakawayuka.com/
カシミール3D　http://www.kashmir3d.com/
ARYama1000　https://itunes.apple.com/jp/app/ar-shan-1000/id416384573

 １）
２）
３）
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UC-win/Road
CG ムービーサービス

■スパコンクラウド ® 詳細 >>http://www.forum8.co.jp/product/
supercom.htm

今回は飯田市上村にある標高800～1000mの急斜面にある下
栗の里と、南信の四季のある風景を作成しました。駒ヶ岳ロープ
ウェイからの眺めや、紅葉する千畳敷カールの美しい景観、天竜
川に架かる橋やライン下りをする観光客の様子を、VRで表現し
ました。また、中央新幹線計画のある飯田市では時速500kmで
走るリニアを体感することができます。

VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog27.htm#city

「南信」の 3D デジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3D デジタルシティ・南信  by UC-win/Road

®

急斜面にある小さな集落 下栗の里

千畳敷カール

「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシ

ティ・南信のレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。また、POV-Rayを利用

しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

駒ヶ岳ロープウェイ リニア中央新幹線計画ルート
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NEW ARRIVAL 2014/10 - 2014/05
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NEW ARRIVANEW ARRIVAALLNNEEEEEEWWWWWWW AAAAARRRRRRRIIIIIIVVVVVVVAAAANNEEEEEEEWWWWWWW AAAAARRRRRRRIIIIIIVVVVAVVVVAAAALLLL新製品／新バージョン情報
®

・鉄道関連機能拡張：測量中心線・構造物中心線・軌道中心線対応、距離程及びブレーク
ポイント対応、カント自動計算、分岐器の設定機能、オフセットによる線形定義機能対応
・群集移動シミュレーション機能拡張：目的地の設定、パス検索アルゴリズム強化、エレ
ベータ・待合室の表現、階段・エスカレータや駅のプラットフォームの表現、待ち行列の
表現、歩行者流量・密度計測ログ機能
・3Dモデル出力プラグイン：FBXシーンの出力機能の追加
・パラメトリックモデルプラグイン機能拡張
・クラスター階層化：一台のマスターPCと複数のクラスターマルチディスプレイ環境の構築
に対応

　▶P.44
・緯度・経度情報のキーボード入力に対応
・河川形状の自動計算に対応　・描画の高速化に対応
・土石流で流されるオブジェクトの描画に対応　・音の再生機能を追加

CIMを支援する画期的な機能　・インポート（3次元・2次元）：道路断面、モデル
・エクスポート：種類別（モデル、線形、地形等）、全体　※3Dモデル出力プラグインが必要です。

3次元点群データに対し、画像を用いて着色する（色情報を与える）機能
※点群モデリングプラグインが別途必要

® Rhinoceros 3D®で作成した3Dモデルを、UC-win/Roadの3D空間上にリアルタイムに反
映。3D空間上に配置したままモデルの編集も可能。

AIMSUNの車両挙動や信号表示を、UC-win/Roadの3D空間上にリアルタイムで再現。ま
た、UC-win/Roadで再生した車両を運転操作することで、その運転車両の挙動の変化を
AIMSUNのシミュレーションに反映させることも可能。

エアロバイクを用いたバーチャルサイクリングシステム「cycle StreetシリーズCity Edition」
とUC-win/Roadを連携。ペダルを漕ぐと速度に応じてCGが動き、ゲーム感覚でエクササイ
ズできる仕組みを実現。

走行中の速度やコース、急加速や急減速および、蛇行や急ハンドルをきっていないかなど
の、運転技能に関する項目の評価が可能。

距離画像センサ(KinectTM・Xtion Pro / Live)とUC-win/Roadを連携（距離画像・三次元
関節位置・運転動作・ジェスチ・手の開閉など）し、コントロールデバイス無しでUC-win/
Roadでの車両運転やロボットの操作を行う。

Oculus Riftのセンサデータを取得し、ユーザの頭の動きに合わせて UC-win/Road内の視
点を追従。またレンズに合わせて映像の歪み補正の設定も可能。

▶P.41 ・UC-win/Road Ver.9.1 Advancedに相当する機能　　・点群プラグイン　　
・Exodusプラグイン　　・騒音シミュレーションプラグイン　　・xpswmmプラグイン

▶P.46～47
・新型ドライブシミュレータ（インパネ部に“デジタルクラスタ”パネルを採用、正面モニタの
上にカバーを設けることで、没入感がアップ、シミュレータの前後をカットし全長を短く）

・FORUM8高齢者運転シミュレータ（安全運転診断機能、運転スキル向上訓練）

・8DOF交通安全シミュレータ（運転行為研究機能、道路交通安全研究機能、特殊環境下
の交通安全研究機能、新型ITS車載装備検証機能、交通事故再現及び司法検定機能）

▶P.45 ・モデル配置、編集
・プロジェクト保存機能

▶P.43 ・英語対応

VR-Cloud®で実績のあるマルチメディアクラウドシステムa3Sを用いたアプリケーションが
作成可能な開発キット。ビデオ・音声のストリーミング、高速データ伝送機能等が利用でき、
様々な形態のクラウドシステムを開発可能。

▶P.64
・初期応力を考慮した固有振動解析に対応
・埋め込み鉄筋要素の円弧状配置生成に対応
・評価面に垂直な面に関するモーメントおよびせん断力の計算を追加
・FEMOSにツリービューを追加
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新製品／新バージョン情報

・多点入力（地震波形、節点時刻歴荷重、節点時刻歴強制変位の複数同時入力）
・保存対象の選択（グループ、節点、フレーム要素、ばね要素）
・保存する解析ステップの範囲指定（間引き保存可能）
・保存する６成分を個別指定
・保存する結果の種類を個別指定（変位、反力、加速度、断面力など）
・グループ内で最大最小が発生する節点や要素とその結果
・グループ内にある各節点各要素の最大最小
・各節点でRayleigh減衰直接指定（αのみ）

・プリプロセッサ、ポストプロセッサをGeoFEAS3Dと同様に刷新
・日英言語切り替え対応　　※2次元解析はサポート外になります。

・合成Ｉ桁断面、合成箱桁断面の負曲げ、不静定力の入力/詳細出力　・入力形状3D表示 
・Ver.3.1予定機能：Ｈ形鋼、円環断面の計算機能　一括入力機能（現17断面、全19断面） 

限界状態設計法によるI桁、箱桁の主桁設計計算を行うプログラム。

・SystemBの擁壁、BOXはUC-1最新版対応
・SystemCの自動計算による最適形状との比較検証機能対応 (現行機能を刷新)
・Ver.3.1予定機能：SystemDの応答スペクトル法による動的解析機能対応（現行機能を刷新）

▶P.56～57   　
・分割施工データの一覧表印刷機能の追加　・格子モデルの結果3Ｄ表示機能の追加
・Engineer's Studio®エクスポート機能
・別売「基礎の設計」、「深礎フレーム」の基礎バネ読み込み機能
・波形鋼板においてねじりモーメントを考慮したせん断照査に対応

・主鋼材としてストライプHを配置した鉄骨コンクリート構造橋脚の設計計算
・常時、レベル1地震時については、許容引張応力度法、レベル2地震時については、地震
時保有水平耐力法により照査　・矩形、矩形面取り、小判形、円形断面に対応

▶P.55 ・道路橋示方書昭和55年5月の地震時変形性能の照査に対応
・降伏剛性または許容塑性率の指定による主鉄筋の自動復元機能を追加
・補強部主鉄筋、アンカー筋の設定方法を拡張　・「震度算出（支承設計）（カスタマイズ版）」との連携に対応
・「部材|柱主鉄筋」、「柱鉄筋段落し部配筋」において、ピッチ一括変更機能時のパターンを拡張

▶P.58～59 【新規】・直接基礎の自動設計機能、CAD機能    ・杭基礎のESエクスポート機能
・増し杭工法を用いる場合の制限の緩和(作用力入力によるレベル２地震時照査、底版の
補強のみ行い増し杭を設置しない場合の照査)
・3D配筋機能を追加　　・多柱式橋脚の柱本数の上限を３本から５本に拡張

・底版の剛性を考慮した骨組み解析結果による底版照査　・深礎杭の小判断面に対応
・杭単位のデータ設定機能　・作用力を指定したレベル2地震時照査

▶P.60～61               
・逆解析プログラムの追加　・軌道の簡便推定法に対応
・弾塑性法において、 各検討ケースごとの任意荷重の載荷に対応
・掘削における簡易な情報化施工機能に対応　・タイロッド式土留めの控え矢板にハット形を追加
・各掘削時ケースごとに法面の影響による上載荷重を算出する機能を追加
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▶P.62～63
・河川堤防の構造検討の手引きにおける液状化の検討に対応
・河川堤防の液状化対策工法設計施工マニュアルに対応　　・K-NETの地震波に対応
・サンプルの地震波形を道路協会のH24版に更新
・浸透流解析結果の最も厳しい時刻を自動抽出する機能を追加

▶P.64
・試行くさび法の作用位置算出拡張 　・修正物部、岡部の算出式選択対応　　
・土圧係数初期化時の地震規模選択　・突起無筋　・3D表示拡張
・杭基礎時の底版照査（Engineer's Studio®平板解析）（底版拡張オプション） 

▶P.65 ・支柱の埋込み長の計算への対応
・直接基礎の支柱埋込み部の補強鉄筋量算出機能の追加
・直接基礎の 検討で土圧を考慮しない場合に対応
・回折による騒音レベル低減量の等値線図出力に対応

・剛性防護柵の安定計算、構造計算
・対応形状：単スロープ型、フロリダ型　・衝突荷重の自動決定、直接入力

・「下水道施設の耐震対策指針と解説－2014年版－」対応
　1) 動的変形係数を用いた地盤反力係数（杭基礎を含む）
　2) 表層地盤の動的せん断弾性係数を用いた周面せん断力に対応
　3) 液状化の判定 準拠基準追加（道示Ⅴ（H.24.3））

・「下水道施設の耐震対策指針と解説－2014年版－」対応
　1) 動的変形係数を用いた地盤反力係数　　2) 浮上り判定方法追加
　3) 液状化の判定 準拠基準追加（道示Ⅴ（H.24.3））
・側壁の複数開口入力　・組立式マンホール継手バネ指定方法拡張　・結果一覧計算書書式改善

・側壁の断面変化に対応
・梁－柱構造に対応　・Ｍ－φモデルに対応

▶P.66～67 ・本体縦方向：地盤反力度の照査、L1低減係数DEの入力、矢板バネの常時、地震時毎入
力、地盤変位荷重生成時に函体張出幅考慮、沈下量荷重分割図出力、L2出力での沈下曲
線図出力、L2荷重上限値の状態図出力
・門柱：縦方向風荷重載荷範囲指定
・翼壁：U型張り出しタイプ、側壁2点折タイプ対応、土圧係数直接入力

・避難経路の検討に対応。避難経路上の指定水深に対して、浸水するまでの時間を解析
・ブリッジリンク機能を追加。カルバートを含む橋梁部を効率的にモデル化。 
・Hydromodification機能を追加。
    　　流域の累積確率・超過パーセント・持続流量等をグラフ化
・HEC-RASインポート機能を追加。
　　　HEC-RASモデル（横断面、地表面標高データ等）をインポート

・「下水道施設の耐震対策指針と解説－2014年版－」対応
　1) 動的変形係数を用いた地盤反力係数　2) 周面せん断力の考慮
　3) 弾性応答時の最大耐荷荷重によるレベル2地震動照査
　4) 対応管種追加（ポリエチレン管）
　5) 液状化の判定 準拠基準追加（道示Ⅴ（H.24.3））

▶P.68 【新規】・内外圧による管厚選定　・耐震計算　・液状化判定

▶P.69 【新規】・常時の検討（管厚算定）  ・地震時の検討　・液状化の判定

▶P.70 ・オーバーハングした任意形状対応
・任意形状の計算範囲指定機能追加　・流下能力グラフの水平軸タイトル追加

▶P.70 ・オーバーハングした任意形状対応
・任意形状の計算範囲指定機能追加　・流下能力グラフの水平軸タイトル追加

・河川構造物の耐震性能照査指針(H24)に対応　
・矢板壁の弾塑性解析に対応　・液状化判定に対応　・多段盛土に対応
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・「液状化対策工法設計・施工マニュアル（案）」に準拠した「盛土構造物下の深層混合処
理工法」の設計に対応
・建築基準：コラム数２本の形状係数の使用　・土木基準：全面改良対応、千鳥配置の制限緩和

・時間-沈下関係を計算する双曲線法などの単独計算機能を追加
・時間-沈下関係を予測する方法として新たに星埜法に対応
・層別層厚換算法において、積分して求める直接解法に対応
・泥炭層も含めた残留沈下量の計算に対応　　・土質条件の曲線 データの保存/読込に対応
・双曲線法、√t双曲線法で最終沈下量（t→∞）の計算に対応

製品概要・改訂概要

▶P.42 【新規】・汎用的な三次元モデルの作成機能　・DWGファイルのインポート／エクスポート

▶P.54 ・UC-1シリーズ製品 連動強化　・配筋追加時の設定、配筋の干渉チェックを強化
・施工手順・施工順表示画面の強化
・一般構造図、配筋図にて図形回転・反転での作図

・農林水産省 H25.03 基準への対応
・電子納品支援ツール Ver.14と同等の改善

▶P.72
・2012年制定 コンクリート標準示方書 設計編への対応
・国土地理院　地理院地図（電子国土Web）を用いた管理対象構造物の一元管理
・入力インターフィエスの刷新。他UC-1製品の操作性を勘案し、Ver.3では入力インターフェ
イスを大幅に見直し

▶P.71
・メイン画面、橋梁編集画面の刷新　・国交省の「道路点検表記録様式」のExcel出力に対応
・写真データを複数管理できる機能を追加
・「橋梁点検支援ツール」との製品連動に対応

▶P.73 ・モデラー：実際の構造レイヤに基づいた正確なサーフェス形状とゾーンフロア面積と体積。BIM
インポート・メカニズムが改善。BIMサーフェスも含む各スペースをブロックとして読み込む。
・EnergyPlus：複数のEnergyPlus シミュレーションをキューイングさせ、ローカルマシン
または複数のネットワークサーバ上で並列で実行させる。
・Visualisation：断面図ツールは断面を可視化することが可能。
・CFD：サーバセンター解析等に使用可能なCFD循環ファン。地中熱利用ヒートポンプ。加
熱用・DHW(家庭用温水用)の太陽熱温水システム。置換換気と床下空調 (UFAD) 気温分
布を正確にモデル化することが可能。
・LZCと再生可能エネルギー：PV (太陽電池)パネル、インバータ、バッテリー）。風力タービン。

▶P.74 ・マテリアル設定へのバンプ・反射等の設定拡充
・要素に合わせたテクスチャマッピング、外部モデルのテクスチャ表現改善
・鉄筋機能の拡充（注記の設定、SmartPartsでの鉄筋機能、配置パレット）
・各種操作性改善（レイアウト設定、照明のセットアップ）
・建築レイヤーの上限を20レイヤーに変更
・IFC入出力のIFC2x3 CV 2.0認証取得

　▶ P.50 ～ 53

【製品構成】
・Engineer's Studio® Advanced　　・弾塑性地盤解析（GeoFEAS）

【製品構成】・Engineer's Studio® Ultimate（前川モデル除く） 
・2次元弾塑性解析（GeoFEAS2D） ・地盤の動的有効応力解析（UWLC）
・2次元浸透流解析（VGFlow2D） ・FEMLEEG Standard
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　▶ P.50 ～ 53

【製品構成】（※カスタマイズ版も含みます）
・FRAMEマネージャ　・FRAME（面内）SDK　・RC断面計算※　・鋼断面の計算
・設計成果チェック支援システム　・UC-BRIDGE（分割施工対応）　・PC単純桁の設計
・任意形格子桁の計算　・ポータルラーメン橋の設計計算　・PC上部工の設計計算
・落橋防止システムの設計計算　・床版打設時の計算　・鋼鈑桁橋自動設計ツール

【製品構成】（※カスタマイズ版も含みます）
・橋脚の設計※　・橋台の設計※　・震度算出（支承設計）※　・フーチングの設計計算
・基礎の設計※　・置換基礎の設計計算　・ラーメン橋脚の設計※　・深礎フレーム※

【製品構成】（※カスタマイズ版も含みます）
・Senior Suiteに含まれる全製品　・RC下部工の設計計算※　・PC橋脚の設計計算
・箱式橋台の設計計算※　・ラーメン式橋台の設計計算※　・橋脚の復元設計計算

【製品構成】
・土留め工の設計　・たて込み簡易土留めの設計計算　・仮設構台の設計　・二重締切工の設計
・BOXカルバートの設計　・擁壁の設計　・斜面の安定計算　・圧密沈下の計算　・切梁式二重締切工の設計
・ライナープレートの設計計算　・PCボックスカルバートの設計計算　・アーチカルバートの設計計算
・管の断面計算　・補強土壁の設計計算　・土留め工の性能設計計算（弾塑性解析Ⅱ+）

【製品構成】
・Senior Suiteに含まれる全製品　・型枠支保工の設計計算　・控え壁式擁壁の設計計算
・クライミングクレーンの設計計算　・ロックシェッドの設計計算　・遮音壁の設計計算
・耐候性大型土のうの設計計算　・トンネル断面算定　・共同溝の耐震計算

【製品構成】
・矢板式係船岸の設計計算　・重力式罫線岸の設計計算
・防潮堤・護岸の設計計算　・直杭式横桟橋の設計計算

【製品構成】
・BOXカルバートの設計（下水道耐震）　・マンホールの設計　・調節池・調整池の計算
・柔構造樋門の設計　・等流・不等流の計算　・洪水吐の設計計算　・開水路の設計

【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品　・配水池の耐震設計計算
・ポンプ容量の計算　・水門の設計計算　・落差工の設計計算
・下水道管の耐震計算　・ウェルポイント・ディープウェル工法の設計計算算

【製品構成】
・Advanced Suite、Senior Suiteに含まれる全製品　・ハニカムボックスの設計計算
・耐震性貯水槽の計算　・パイプラインの計算　・管網の設計　・水路橋の設計計算
・揚排水機場の設計計算　・砂防堰堤の設計計算　・ため池の設計計算
・かごマットの設計計算

【製品構成】
・電子納品支援ツール　・3D配筋CAD　・UC-Draw
・UC-Drawツールズ：Slab bridge（床版橋）／Abutment（橋台）／Pier（橋脚）
　Rahmen Pier（ラーメン橋脚）／Pile（杭）／Earth retaining（土留工）
　Temporary bridge（仮設構台）／Box culvert（BOX）／Retaining wall（擁壁）
　U-type Wall（U型擁壁）／Retaining wall elevation（擁壁展開図）
　Flexible Sluiceway（柔構造樋門）／Manhole（マンホール）

【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品　・コンクリートの維持管理支援ツール（維持管理編）
・地震リスク解析 FrameRisk　・橋梁点検システム（国総研版）　・BCP作成支援ツール
・橋梁長寿命化修繕計画策定支援システム

・国土交通省土木工事積算基準対応（H26年度版）　・施工パッケージ型単価対応（H26年度版）
・単価データベース（建設物価、積算資料等）
・UC-1エンジニアスイート製品との連携
・設計書の取込み
・電子納品対応（EXCEL出力、PDF出力対応）

UC-1エンジニアスイートと合わせての購入で、UC-win/Road Ver.10を製品定価の50％でご
提供

UC-1エンジニアスイートと合わせての購入で、Engineer's Studio® Ver.4を製品定価の50％
でご提供
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▶P.75
・ストレージ版容量拡張
・電源ユニットケース改良　　・FAN制御改善

JCMAC3：3次元温度応力解析プログラム。構造物の建設時から供用までの間に、コンク
リートに生じる初期ひずみ（温度ひずみ・乾燥収縮ひずみ・自己収縮ひずみ）による応力や
変形、ひび割れ発生確率、ひび割れ幅などを総合的に解析するソフトウェア

® ▶P.48 スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】
　・Lux Renderレンダリングサービス　・Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション
　・スパコンオプション解析支援サービス　・UC-win/Road・CG ムービーサービス
　・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス　・騒音音響スパコン解析、シミュレー
ションサービス／騒音測定サービス（オプション）　・3ds Max・CGレンダリングサービス

【提供予定サービス】
　・海洋津波解析サービス　・3DVR クラウド“VR-Cloud®サービス
　・地盤エネルギーシミュレーション「GeoEnergy」

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7～ ／橋台の設計Ver.8～／擁壁の設計Ver.10～ 
プラント基礎の設計／BOXカルバートの設計Ver9～／マンホールの設計Ver.2～ 
柔構造樋門の設計Ver.7～／ラーメン橋脚の設計／RC下部工の設計

※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　・ODF（OpenDocument Format）への対応

UNDER DEVELOPMENTUNDER DEVELOPMENTTUUUNNNNNNDDDDDDEEEEEERRRRRR DDDDDDDEEEEEVVVVVVVEEEEEELLLLLLOOOOOOUUUNNNNNNDDDDDDEEEEEERRRRR DDDDDDDEEEEEVVVEEEEEELLLLLLLOOOOOO開発中製品情報

・ヘッドマウントディスプレイセンサー対応プラグインの追加
・機能拡張： LandXML（鉄道）、運転診断

・造成に対応　・施工管理データ交換標準に対応　・点群プラグインとの連携

「モバイル対応3D/VRナビゲーションシステム」特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVIシステム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索　・音声対応3Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気センサー対応自車検出　・3D視点切り替え、自動リルート

スマートフォンなどのインターネット端末から、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビゲーションが行えるシ
ステム。

® ・平成24年道示対応

・図化プログラムの断面力をケース共通のスケールで出力する機能
・組合せ荷重ケースのMmax/Mmin位置の算出
・断面力等の計算結果のCSV出力
・表形式の入力画面において、選択行を一括で削除できる機能　・その他要望対応

・RC床版の自動設計　・PC床版の自動設計

「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 設計「頭首工」に準じた護床工の設計
・流水領域の判定　　・護床工の水理設計　　・護床工の構造設計

・電子納品支援ツール Ver.14と同等の改善

・国土交通省 H24.12 基準への対応　・電子納品支援ツール Ver.14と同等の改善

・布基礎、べた基礎の鉛直荷重に対する検討

・新しいインターフェースによる操作方法の改善
・マルチプラットフォーム、マルチデバイス（スマートフォン）対応
・メール配信による安否確認機能への対応
・事業継続に必要な資産、社員の通勤経路の管理機能への対応による、被災シナリオ想定時における潜在
   リスクの顕在化、および復旧シーケ ンスの管理に対応
・弊社「道路損傷情報収集システム」との連携による、道路情報の確認機能
・「駅すぱあと®」(※)のとの連携による、鉄道およびバスの運行情報の確認機能
　　※「駅すぱあと」は株式会社ヴァル研究所の商標または登録商標です
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13
4019
80

80
0

1660

●UC-win/Road DS体験セミナー
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車両運動シミュレータ（CarSim/TruckSim）

車両運動の再現
（各種車両が模擬可能）（各種車両が模擬可能）（各種車両が模擬可能）
車両運動の再現
（各種車両が模擬可能）

ITS信号の模擬

現仮想的実路・仮想的テストコースの再現現
⇒⇒事故・渋滞の再現が可能事故 渋滞の再現が可能事故 渋滞の再現が可能
仮想的実路・仮想的テストコースの再現
⇒事故・渋滞の再現が可能

ITS

ドライビングシミュレータ

視線追跡システム

運転者挙動（人間）

模擬運転席

自動車運動環境の仮想現実化
⇒人間による実験評価が可能・人間の反応を計測可能⇒⇒
自動車運動環境の仮想現実化
⇒人間による実験評価が可能・人間の反応を計測可能

ホスト計算機

交通流シミュレータ（PTV Vissim）

車両運動シミュレータ

交通流シミュレータタ

Equipment Room Operating Room Step to OP Room

Main Gate

Motion Platform/Dom

Main Power Box
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既存設計書

印刷プレビュー

積算本体

Excel出力

本体オリジナル
ファイル 単価

データ
ベース

読込
読込 呼出

選択
転送
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®
®

CADデータ

節点水圧

CADデータ

CADデータ

弾塑性
地盤解析

（GeoFEAS2D）

2次元
浸透流解析
（VGFlow2D）

地盤解析
連動データ
（*.USD）

地盤解析用
地形データ
（*.GF1）解析結果データ

（*.phd）
水位線データ
（*.PRS）

地盤の動的
有効応力解析
（UWLC)

®

®
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重ね継ぎ手
表示
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地震動に対する照査開始

地震動に対する照査終了

各水平耐力、水平変位の算出

応答塑性率が a に達する時の水平震度 k a の算出

設計水平震度 khd の算出

判定OK
Yes

No
判定NG

じん性率 の算出
= u / y

許容塑性率 a の算出
a = (1/n) ・ 

k a≧khd
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®
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®

®

®

®

®
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安定照査

開始

NG

NG

NG

OK

OK

OK
NG

NG

NG

OK

OK

OK

 or 

UP

UP

UP

スターラップ

開始

 or 

OK

NG

NG

NG

NG

NG
OK

OK

OK

UP

UP

UP

Down

フーチング主鉄筋

開始

OK

OK

NG

NG
UP

●杭基礎の設計セミナー
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®
®

配筋不可領域
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Hkc ,,

n

i
ii yyJ

1

iy
iy

【目的関数】

iy

iy
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逆解析ツール

土留め工の設計（本体）

予測解析①（順解析）
土留め工の設計（本体）

現場計測

現状解析（逆解析）

予測解析②（順解析）

1 H1

2 H2

Hmax

x

Hi 1

tan
x
H

ハット形

U形

仮想すべり面

2
45

'h
A

'hq

n

n-1

nL
1nL
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®

®



Up&Coming107 号New Products & Service 65

2

c

6
B･

M
b

･
cB･

H

補強鉄筋

直接基礎

H 支柱に作用する水平力

道路縦断方向

引張領域

支柱

引張領域
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P

l=1000mm

DD/2

l/2

P1

l=1750mm

DD/2

l/2

P2

P2

l=1000mm

DD/2
l/2

P3P1 P4

1750mm 1750mm

トラック１台
 H<1200mm

トラック１台
 H≧1200mm

トラック2台の場合

a+2 h tan

a

START

K’h1=Cz K’h10 

Yes

Yes

No

No
Yes

No

END
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側
面
度
の
支
持
力

粘着力
摩擦力

更生管

既設管

H

Bc
Bd

マンホール

地盤の流動

1

管路

δ

τ’

QL
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樹木郡高さ

区間 1 区間 2 区間 3区間 1 区間 2 区間 3

●河川シリーズ体験セミナー
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228872
322961

724839.
829298

GSHP Normal

Total Site Energy Total Source Energy

●DesignBuilder体験セミナー
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●Allplan体験セミナー
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®

®

®
®
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Multiframe
総合情報 
Vol.36

 INFORMATION

for USERS Multiframe



Up&Coming107 号User Information 77

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.36

INFORMATION

for USERS
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®

®

xpswmmxpswmm
総合情報 
Vol.37

INFORMATION

for USERS
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これからの国土強靭化に対応する
設計支援ソリューションとは

古米弘明氏 
×

守田優氏

INFORMATION

for USERS

対談
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手近になったHMD　 による立体視VR

Google Cardboardの概要

最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

Googl Cardboad

※１



3Dコンテンツニュース

Up&Coming107 号3D Contents News 83

Google Cardboadの入手方法

ハイテク装備の段ボール



VDWC／CPWC予選通過チーム決定！
第５回サマーワークショップにて予選審査実施

Up&Coming107 号 3D・VR Engineering News84



®
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どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応

配水池モデル

3D配筋CAD for SaaS

3D/2D配筋図

7000万点対応点群VRモデリング

3D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞

3D・ＦＥＭ解析支援サービス

3D・VRシミュレーションサービス

3D配筋CADによる鉄筋の干渉チェックかぶり厚チェック

https://www2.forum8.co.jp/3dmodel/

VRモデルを３Dプリント！

－３DS出力対応UC-win/Road

Web見積サービス

Informa on modeling & Virtual Reality
■３D・VRエンジニアリングサービス ＜ラインナップ＞
　３D図面サービス － どんな図面も３次元化！－Allplanビューワ、３D配筋CAD対応
　３Dプリンティングサービス － VRモデルを３Dプリント！－３DS出力対応UC-win/Road
　３DスキャンVRモデリングサービス － 7000万点対応点群VRモデリング

■３D・FEM解析支援サービス 　■３D・VRシミュレーションサービス

VRソフト、３DCADとエンジニアリングサービスで
土木建築分野のBIM－CIM環境を提供いたします。IM＆VR

3DスキャンVRモデリングサービス

3D図面サービス 3Dプリンティングサービス

I   M ＆ V   Rnformation odeling irtual  eality
BIM/CIM による建築土木設計ソリューション

U&C107-086-087IM&VR広告.ai   2   2014/10/01   10:14:26



2015

DXF

3DS
OSCADY/
TRANSYT
交通解析

xpswmm
氾濫解析

UC-1 土石流
シミュレーション

土石流解析

スパコンクラウド®
大規模解析･シミュレー
ション･CGレンダリング

GIS
地理空間情報 3D点群･

出来形管理

点群モデリング

EXODUS
避難解析SMARTFIRE

火災解析

DesignBuilder
エネルギー解析

UC-win/Road
VR-Cloud®

3D･VRシミュレーション

DXF

OpenMicroSimOSCADY plugin

Micro Simula on
Player plugin

EXODUS plugin

xpswmm plugin

txt datShape

IFC
IFC

IFC

IFC

POV-Ray

3DS

IFC 3DS

FBX

osc

vrs/vrg

2D DXF

3D DXF

構造解析

MultiframeEngineer’s Studio®
構造解析

UC-1 設計シリーズ
土木設計

電子納品
支援ツール

UC-1 車両軌跡/
駐車場作図システム
Parking Solution

UC-Draw
橋梁点検システム

CADシステム

SDNF

SXF

SXF

LuxRender
3DS

3DS3DS

sup / xpx / csv

3次元鋼構造CAD

AdvanceSteel
AdvanceConcrete

Micro Simulation
交通シミュレーション

（カイザープロジェクト
　研究・開発エンジン）

3DCAD
Studio®

建築土木3DCAD
Allplan

DXFDWG

DWG

DWG

NEW

3D配筋CAD
3D配筋CAD for SaaS

CADシステム

2D DXF

3D DXF

DWG DXF

(汎用CAD)
AutoCAD

(3Dモデリング)
3ds Max

DWG
DXF

NEW

NEW

総合有限要素法
解析システム

FEMLEEG

BIM/CIM による統合ソリューションの連携イメージと展望

®

BIM/CIM統合ソリューション

3次元動的非線形解析

3Dリアルタイム･バーチャルリアリティ 土木設計CAD

Android対応3DVRクラウド

弊社HPにて
国交省BIMガイドライン
への対応状況公開中

土木CAD・クラウド

for SaaS／

3次元バーチャルリアリティUC-win/Roadを中心として、各種土木設計
ソフトや構造設計・構造解析ソフト、クラウドシステムとの連携を図り、
CIMのフロントローディングを大きく支援します。

U&C107-086-087IM&VR広告.ai   3   2014/10/01   10:14:34
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ビジュアル・コミュニケーションデザイナー
太田幸夫デザインアソシエーツ代表
特定非営利活動法人サインセンター理事長
多摩美術大学 前教授
LoCoS研究会代表／日本サイン学会理事・元会長
日本デザイン学会評議員
一般財団法人国際ユニバーサルデザイン協議会評
議員／A.マーカスデザインアソシエーツ日本代表

Vol.4
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① ① ①

②

③
④④ ④ ④

慣性力の作用方向

地
盤
バ
ネ

地盤バネ

①躯体自重による慣性力
②上載土荷重による慣性力

③地震時主働土圧
④内水による地震時動水圧
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vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

23
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Ieiri Labo

FEMLEEG で行える解析
 ・静弾性解析
 ・固有振動解析（フリーボディ解析機能）
 ・応答スペクトル解析（最大応答解析）
 ・時刻歴応答解析
 ・座屈解析
 ・定常熱伝導解析
 ・非定常熱伝導解析
 ・伝熱・熱応力連動解析
 ・NO TENSION 解析
 ・CAP（Cut and Paste) 解析

FEMLEEG システム構成

標準

オプション

温度応力解析ソルバー
JCMAC3

結果表示
グラフ表示
リスト出力

荷重載荷支援ツール
LoadHelper

結果重ね合せツール
AddCase

プリプロセッサ
FEMIS

線形構造解析ソルバー
LISA

プストプロセッサ
FEMOS ポストトレンスレータ

FEMOST

プリトレンスレータ
FEMIST

自社製ソルバー
FEMIST外部構造解析ソルバー
NASTRAN / MARC

メッシュ生成
荷重条件設定
拘束条件設定
物性条件設定

外部解析ソルバーへの
入力データの変換

外部解析ソルバーからの
計算結果変換
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●次号掲載予定

3Dプロジェクションマッピング　 
&VRセミナー 2014年 9月30日（火）
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REPORT
国際VRシンポジウム
第5回サマーワークショップ イン ハワイ2014

8-11Jul
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海外イベントレポート

®

®

® ®

®

®

EVENT
REPORT

第21回 ITS世界会議デトロイト 2014
2014

7-11Sep
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海外イベントレポート

EVENT
REPORT

SIGGRAPH ASIA 2014
2014
12-14Aug

EVENT
REPORT

第39回 Open BIM Café
2014

18Jul
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国内イベントレポート

EVENT
REPORT

下水道展 '14 大阪
2014
22-25Jul

®

®

EVENT
REPORT

第2回 コンテンツ制作・配信ソリューション展
2014

2-4Jul

®
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国内イベントレポート

EVENT
REPORT

第42回 可視化情報シンポジウム
2014
21-22Jul

®

EVENT
REPORT

IVR 第22回 3D&バーチャルリアリティ展
2014
25-27Jun

®

®
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国内イベントレポート

EVENT
REPORT

就職博 東京
2014

5-6Aug

EVENT
REPORT

マイナビ就職セミナー東京
2014

3-4Aug

新卒者募集要項

会社説明選考会

連絡先
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国内イベントレポート

®

ジュニア・ソフトウェア・セミナー「バーチャルな3次元空間を作ろう！」SEMINAR
REPORT 2014

5-6Aug
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セミナーレポート

UC-win/Roadエキスパート・トレーニングセミナー京都
2014
27-28Aug

SEMINAR
REPORT

®

IM&VR・CIM技術サポートセミナー
2014
18/30Jul2Sep

SEMINAR
REPORT
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PREVIEW
出展イベントのご案内

®® ®

®

®

®

® ® ®

®

®®



Design F
Festival
Design F
Festival
Design F
Festival

2014.11.19wed
 -11.21fri  FORUM8 Design Festival 2014-3Days

特別講演
「8DOF大型ドライビングシミュレータの開発」

中国交通運輸部安全重点実験室主任　周 栄貴 氏 

第15回 UC-win/Road協議会
ドライビング・シム・セッション

VR Conference

Day1

Design
Festiva

gg

Design

Design・
Analysis3D3D V

R
V
R

13th13th

フォーラムエイトデザインフェスティバル2014-3Days   All about FORUM8 ＆ Products.

会場  品川インターシティホール ／ FORUM8 東京本社セミナールーム

「フォーラムエイトデザインフェスティバル2014-3Days」を、本年は11月に開催いたします。

VRシミュレーション、FEM、クラウド、設計ソリューションをテーマとしたセッションに加え、

VDWC・CPWC表彰式を実施します。また、新たな取り組みとして、「第１回ナショナル・レジリ

エンス・デザインアワード」の土木各分野の優秀作品の表彰を行います。

2014.11.19wed
 

2014.11.20thu

2014.11.21fri 第 8 回 デザインコンファランス
　設計・解析・耐震セッション ／ CIMセッション ／ 水工セッション 

第 1 回 ナショナル・レジリエンス・デザインアワード 表彰式
第 7 回 国際VRシンポジウム
サポートセッション（ UC-1シリーズ  ） 

第15回 UC-win/Road協議会　ドライビング・シム・セッション
サポートセッション（ FEM解析シリーズ ）

展示説明会（ システム展示及びデモンストレーション ）

第13回 3D･VRシミュレーションコンテスト･オン･クラウド表彰式
第15回 UC-win/Road協議会　ジェネラルセッション
第 8 回 デザインコンファランス　IM&VRセッション ／ 地盤セッション 
第 4 回 VDWC・第2回 CPWC 公開審査・表彰式
サポートセッション（ UC-win/Road ）

ネットワークパーティ ／ 書籍出版披露

Design・
Analysis

Design・
Analysis

3D3D V
R

V
R

13th13th

2014.11/19Wed - 11/21Fri

「グリーンモビリティ社会実現に向けた最新研究、
VRシミュレータの活用」

名古屋大学 特任教授　原口 哲之理 氏

「“Virtual Test Drive”がもたらす
新しいVR連携テストシステム(MIL-SIL-HIL-VILの活用)」

IPG Automotive株式会社 代表取締役社長　小林 祐範 氏

11.19Wed
 



Festival
l Design
Festival
l Design
Festival
l Design

フォーラムエイトデザインフェスティバル2014-3Days   All about FORUM8 ＆ Products.

第13回 3D･VRシミュレーション
コンテスト･オン･クラウド表彰式

第1回 ナショナル・レジリエンス・
デザインアワード各賞発表・表彰式

3D3D V
R

V
R

13th13th

第4回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
第2回 学生クラウドプログラミングワールドカップ オン クラウド

ネットワークパーティ／書籍出版披露
■ICTグローバルコラボレーションの薦め』
　～グローバリゼーションとICTイノベーションに挑む若手ビジネスマンの好適書～
　　執筆：川村 敏郎氏(株式会社コラボ・ビジネス・コンサルティング代表、元NEC副社長)

■『行動、安全、文化、「BeSeCu」』
　　執筆：エド・ガリア氏（英グリニッジ大学教授）、今村文彦氏（東北大学教授）他

■『都市の洪水リスク分析-減災からリスクマネジメントへ-』
　　執筆：守田優氏（芝浦工業大学）

3DVR Simula on Contest

The 8th Design Conference

第４回VDWC・第２回CPWC
公開審査・表彰式

Na onal Resilience Award

11.21fri

第8回 デザインコンファランス
設計・解析・耐震セッション

第15回 UC-win/Road協議会
ジェネラルセッション

VR Conference

Design・
Analysis

11.20Thu
 Day2

Day3

特別講演
「EXODUS・SMARTFIRE -避難・群集・火災解析最新事例」

グリニッジ大学 火災安全工学 教授　エドウィン・R・ガリア 氏

特別講演
「国土強靭化～ナショナルレジリエンス最前線～」

京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 教授  藤井 聡 氏

「コンクリート構造の初期応力解析に
　　　　　　　　　関する包括的なプラットフォームの構築」

名古屋大学 名誉教授 田辺 忠顕 氏 

「コンクリート橋におけるＦＥＭ解析の活用事例」
株式会社ピーエス三菱 土木技術部 設計グループ　花房 禎三郎 氏

　土木技術部 設計グループ　　　横田 剛 氏
　土木技術部 設計グループ　藤本 謙太郎 氏

特別講演
「津波解析におけるシミュレーションモデル適用事例」
日本水工設計株式会社 東京支社 下水道一部 計画課 総括主査　山賀 秀昭 氏  

「氾濫シミュレーションモデル xpswmm2014最新事例」
XP Solutions Inc. Vice President - Americas　Anthony Kuch 氏

「都市の洪水リスク解析　その現状と課題」
芝浦工業大学 工学部 土木工学科 都市環境 工学研究室 教授　守田 優 氏

The 8th Design Conference
第8回 デザインコンファランス
IM&VRセッション

Design・
Analysis

特別講演
「変貌するプロセス・情報技術から空間デザインへ」

マサチューセッツ工科大学　建築学科準教授　長倉 威彦 氏

「まちづくりの計画デザイン支援におけるVR技術」
金沢大学 理工研究域 環境デザイン学専攻　教授 沈 振江 氏

第7回 国際VRシンポジウム 
World16 メンバーによる研究発表

VR Symposium

クラウド投票！ 投票期間：11.8 Sat～11.16 Sun

VRcon.forum8.jp
にアクセスまたは
 TOPのバナーを
クリック！

地盤セッション
特別講演
「地震時液状化時の自重解析における 「ＧｅｏＦＥＡＳ」活用例」

株式会社 ブルドジオテクノ 代表取締役 花田 俊弘 氏 

「地盤FEM解析技術および解析事例」
群馬大学 理工学研究院 環境創生部門 助教　蔡 飛 氏 

「土石流解析の最新事例紹介-家屋や地形の設定方法を変えた検討-」
京都大学 農学研究科森林科学専攻 助教　中谷 加奈 氏 

CIMセッション 
特別講演
「CIM分野における取組みと最新動向」
一般財団法人先端建設技術センター 技術調査部 兼 技術評価室 参事　緒方 正剛 氏 

水工セッション 

詳細・お申込みは、本誌同封の FORUM8 Design Festival 2014-3Days案内状をご覧ください。
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不正競争防止法とは

不正競争行為の概要

不正競争防止法の概要

このコーナーでは、ユーザーの皆様に役立つような税務、会
計、労務、法務などの総務情報を中心に取り上げ、毎回、専門
家の方にわかりやすく紹介いただきます。今回は、不正競争
防止法の概要について解説します。
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最後に
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SP016GBUF3M01V1B

2

Kingston Data Traveler HyperX 

XperiaTM A2 SO-04F 

AQUOS ZETA SH-04F

Disney Mobile on docomo SH-05F

ARROWS NX F-05F 

GALAXY S5 SC-04F

HD-LC2.0U3

EX-ZR500

SONY Cyber-shot DSC-WX350 

Kingston Date Traveler Hyper X 3.0 256GB 

cool AM07
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フォーラムエイト
FPB景品販売カタログ
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詳細はこちら

®

®

NEW








